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研究成果の概要（和文）：本研究は、4年間にわたる標記研究課題関連の共同研究の結果として、数多くの研究
成果を生み出してきた。各年度の研究実績報告に記載したものを集計してみると、論文15本、学会発表・招待講
演24本、著書7冊（うち単著2冊）となる。このなかで特徴的なものを挙げると、以下の通りとなる。
(1)本研究の課題名を上げる表題とする研究成果報告書を作成した。これには、研究代表者の林田を始め、13名
の本研究メンバーと前身プロジェクトのメンバー3名が執筆した。(2)『東南アジア研究』55(2)に特集を組み、
メンバー7名が投稿した。(3)2次にわたる学会パネル・公開講演会、2次にわたる国際セミナーを開催した。

研究成果の概要（英文）：Our project has created a lot of research results through joint research 
activity for four years under the titled theme. Summing up the figures in the respective annual 
reports of us, we have had 15 articles, 24 reports and speeches at several meetings of academic 
societies and invited lectures. The characteristic ones among those are as follows,
(1)We have puclished the final reports of our research results having the same title with our 
project. The 13 members of our project including Hayashida and the 3 members of our preceding 
project have written some chapters and columns.(2)We have contributed 7 articles to the special 
issue of 'Southeast Asian Studies' vol.55 no.2. (3)We have had a panel discussion, an open lecture 
and two times of international seminars.

研究分野： 開発経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
【現実の背景】アブラヤシとそれを原料とす
るパーム油の 2大生産国であるインドネシア
とマレーシアには、本研究の開始時点（2013
年）ですでにおよそ 1,400 万 ha のアブラヤ
シ農園が存在していた。これは、特に 1990
年代末以降に急激な開発が行われた結果で
あった。こうした農園造成は、森林破壊の要
因として問題視され、主要開発主体としての
農園企業がしばしば環境保護団体等から批
判されていた。 
ところがインドネシアにおいては、同時期

にもう一方の主要な農園開発主体として小
規模個別農家(小農)が台頭してきた。同国で
は、当時、アブラヤシ農園総面積約 890 万
ha のうち 40％超を小農所有の農園が占めて
いた。1990 年代末の 25％前後という値と比
べると、この間の小農による農園開発行動が
いかに活発であったかがわかる。また、規模
こそはるかに小さいが、タイでも同様にアブ
ラヤシ小農の増大傾向が窺えた。 
一方、両国の農園企業は、他の東南アジア

諸国、あるいはアフリカや南米にまで進出し
てアブラヤシ農園を開発しており、特にマレ
ーシアについては、パーム油関連企業も欧
米・中東諸国の下流部門企業と提携しながら
グローバル化を進展させるまでに行動を多
様化させていた。 
以上が、アブラヤシ小農と農園企業という

主体の行動に焦点を当ててアブラヤシ農園
の拡大に関連する調査・研究を必要ならしめ
ていた現実面での本研究の背景であった。 
【研究の進展状況】本研究は、2010-12 年度
の間、科研費（基盤研究（B））を得て活動を
展開してきていた。その際の研究実績につい
ては、2013 年度初めに提出した研究成果報
告書で詳述している。2013 年度は科研費を
えることができなかったが、他の研究資金を
得、メンバー各自もそれぞれに資金を獲得し
て研究を継続し、研究成果も残して当研究を
適切に開始できる状態であった。 
なお、プロジェクトの活動スタイルは、そ

のとき以来、「アブラヤシ研究会」という研
究会を定期的に開催し、メンバー各自の調査
研究活動の結果を報告し合うとともに、ゲス
ト講師を招いて研究交流を行うことを基盤
とするものであった。 
 
２．研究の目的 
1990 年代末以降，インドネシア，マレーシ
アを始めとする東南アジア諸国において，パ
ーム油原料の生産基盤であるアブラヤシ農
園の開発が急激に推進されてきた。本研究の
目的は，そのように通貨危機前後とそれ以降
の東南アジアにおいてアブラヤシ農園の急
拡大という事態が生じた要因と，それが各方
面に及ぼす影響を，小農，農園企業という経
済主体カテゴリーごとの行動様式変化を軸
に，フィールド調査・文献調査に基づき学際
的・実証的に解明することであった。 

具体的目的もしくは課題は、小農･農園企
業の行動様式変化と以下の諸事項との因果
連関を解明することであった。すなわち、(1)
経済グローバル化の進展、(2)アブラヤシ農園
開発が進む東南アジア諸国の国内政治経済
環境の変化、(3)小農の生活，地域社会の変容 
(4)アブラヤシ小農と農園企業の間の関係の
変化、(5)農園企業・パーム油関連企業のグロ
ーバルな事業展開、の 5 つの事項である。 
 以上のように，経済主体別の行動原理とそ
れに影響を及ぼした諸要因との関係、並びに
その関係の変化を基点とする諸課題を遂行
して，アブラヤシ農園拡大という現象が生じ
るメカニズムとその各方面への影響を動態
的かつ精確に解明しようとするところが本
研究の特色であった。 
 
３．研究の方法 
本研究の研究方法は、メンバー各自がそれ

ぞれ調査経験を有するか、もしくは新たに関
心を抱いた特定の国・地域で、アブラヤシ小
農や農園企業の関係者、中央・地方政府の関
係諸機関、NGO 関係者等に直接聞取りを行う
とともに文献・資料を収集するというフィー
ルド調査、及び収集した文献・資料を読み解
析する文献調査を基本としている。 
加えて、前述のアブラヤシ研究会を定期的

に開催することで各自の調査結果を報告し
合い、情報を共有して活発に議論を行うとい
うスタイルを貫いてきた。本研究の研究期間
である平成 26—29 年度の 4年間における開催
回数は 18 回、延べ報告者数は 46 組 50 名に
上る。そのような研究会の積重ねにより、互
いの調査・研究の進行状況とその具体的内容、
それぞれの研究成果を組合わせる場合にど
のような全体的構成をとることが最適であ
るかについての認識を共有することができ
た。 
また、アブラヤシ研究会には、本研究のメ

ンバー以外の報告者をも積極的に招聘し、ア
ブラヤシ小農と農園企業の行動等に関連す
る研究報告を行ってもらってきた。特に、本
研究の研究資金を基に、同志社大学東南アジ
アのプランテーション研究センター、京都大
学東南アジア地域研究研究所、及びインドネ
シア国立タンジュンプラ大学社会政治科学
部との間で締結された学術交流協定に基づ
き、タンジュンプラ大学側から延べ 6名の報
告者を招いてセミナーを開催した。これらの
活動により、メンバー各自が内向きに閉鎖的
な考え方をもつことなく、当該問題を客観的
にとらえ、その問題に対する多様なアプロー
チを常に意識して調査研究を推進すること
ができた。 
 
４．研究成果 
この 4年間の主な研究成果は、次の「５．主
な発表論文等」に挙げた通りであるが、その
なかでも特筆すべき成果は次の 3 点である。 
 まず、2016 年 1 月 23 日に研究代表者の所



属機関である同志社大学人文科学研究所の
第 88 回公開講演会として、「インドネシア・
リアウ州のアブラヤシと煙害—グローバル化
が促す農園企業・小農の行動とその帰結—」
と題したシンポジウムを開催したことであ
る。本研究の研究課題であるアブラヤシ農園
拡大と農園企業・小農という経済主体の行動
との関連を問うとともに、2015 年に大規模に
発生したスマトラ島部における煙害発生の
要因に焦点を当てた規格であった。永田淳嗣、
増田和也に加え、プロジェクト外から渡辺一
生を迎えて行った講演 3本に対して、研究代
表者の林田と、加藤剛がコメントを行った。
その記録は、同志社大学人文科学研究所編
『インドネシア・リアウ州のアブラヤシと煙
害—グローバル化が促す農園企業・小農の行
動とその帰結—』人文研ブックレット No.53、
132 頁として 2016 年 3月に刊行された。 
 第 2の主要な成果は、『東南アジア研究』（京
都大学東南アジア地域研究研究所）第 55 巻
第 2号に岡本正明と林田が編者となって「ア
ブラヤシ農園拡大の政治経済学―アクター、
言説、制度の視点から―」と題する特集を組
んだことである。これには編者 2 人のほか、
岩佐和幸、永田淳嗣・小泉佑介（共著）、河
合真之、寺内大左、藤田渡、加納啓良が計 8
本の論考を投稿した。各論考のタイトルは、
次項に挙げた通りである。 
第 3の主要成果は、林田秀樹編著『アジアの
アブラヤシ小農と農園企業－グローバル化
に伴う行動様式変化とその影響－』晃洋書房、
2018 年 を発行したことである。これには、
ほぼすべての研究分担者に加え、基盤研究
（B）（平成 22-24 年度）の研究分担者も研究
成果を執筆した。執筆者数は計 16 名、18 勝
と 2つのコラムからなる 398頁の研究成果報
告書となった。 
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